
　
初
任
校
で
も
あ
る
前
任
の
商
業
高
校
時
代
に
、
清
水

絢
子
先
生
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
以
下
、

Ａ
Ｌ
）の
視
点
を
授
業
に
取
り
入
れ
始
め
た
。
当
初
は
、

生
徒
の
興
味
を
か
き
立
て
よ
う
と
面
白
い
生
物
の
話
題

を
盛
り
込
ん
だ
授
業
を
行
っ
た
が
、
関
心
を
示
し
た
の

は
一
部
の
進
学
希
望
者
の
み
だ
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の

宮城県村田高校
◎宮城県村田実科高等女学校として開校。
1995年、県内初の単位制の総合学科に改編し
た。「誠意、勤労、識見、気魄、協和」を校訓
として、学力・体力・志と心の教育を目指す。
普通教科の科目に、福祉・商業・工業の専門
科目を加えた教育課程を編成し、生徒の幅広
い希望進路に対応している。
◎設立　1924（大正13）年
◎形態　全日制／総合学科／共学
◎生徒数　１学年約120人
◎2020年度進路実績（現役のみ）
４年制大は、石巻専修大、尚絅学院大、仙台大、
東北学院大、東北工業大、東北福祉大、福島
学院大に延べ９人が合格。短大、専門学校進
学31人。就職60人。
◎URL

宮城県村田高校
清水絢子　しみず・あやこ　

教職歴７年。同校に赴任して３年目。
進路指導部。理科（生物）担当。
前任校の２年目から本格的に
アクティブ・ラーニングの視点を
取り入れた授業を実践。

https://murata-h.myswan.ed.jp/

13:35 １分間スピーチ 授業
ハイライト

ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
と

生
徒
同
士
の
相
互
説
明
・
評
価
を
通
じ
て
、

知
識
を
体
系
化
さ
せ
、伝
え
る
力
を
育
む

冒頭、清水先生から、本時は単元のまとめとなるラーニ
ングマップを作成し、その内容を確認する口頭試験を行
うことが説明された。次に、事前に指名されていた生徒
が、生物多様性をテーマに調べた内容を発表する１分間
スピーチを行った。担当の生徒は、虫に寄生し、それを
栄養素にして成長する冬虫夏草について発表した。

●
３
年
生
「
生
物
」
の
「
生
態
と
環
境
」
の
全
18
時
間
の

う
ち
の
17
・
18
時
間
目
。
生
徒
各
自
で
、
単
元
の
ま
と
め

と
な
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
。
ま
と
め
た
内
容
を

ペ
ア
で
説
明
し
合
っ
た
後
、
１
人
ず
つ
口
頭
試
験
が
行
わ

れ
た
。（
Ｐ
．41
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

生物

実践

面
白
い
だ
け
の
授
業
か
ら
脱
却
し
、

育
成
し
た
い
資
質
・
能
力
を
考
え
直
し
た

清
水
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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生
徒
が
、
自
分
の
考
え
を
筋
道
を
立
て
て
表
現
す
る
こ

と
や
、
相
手
の
考
え
を
し
っ
か
り
聞
く
と
い
っ
た
、
社

会
を
生
き
る
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
に
乏
し
い
こ
と

に
も
、
課
題
を
感
じ
て
い
た
。

　「
授
業
を
通
じ
て
、
卒
業
後
に
も
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
が
、
私
自
身
に
そ
れ
ら

の
力
を
伸
ば
す
指
導
力
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
授
業

改
善
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
外
部
の
研
修
会
や
学
会
に

参
加
し
、
そ
こ
で
出
合
っ
た
の
が
Ａ
Ｌ
で
し
た
」

　
生
徒
に
は
、授
業
は
、教
科
・
科
目
の
知
識
だ
け
で
な

く
、
表
現
力
な
ど
も
身
に
つ
け
る
場
で
あ
る
と
折
に
触

れ
て
説
明
し
、ペ
ア
ワ
ー
ク
な
ど
を
取
り
入
れ
た
。実
践

を
重
ね
る
う
ち
に
、「
他
者
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
理
解
が
浅
い
と
こ
ろ
が
分
か
っ
た
」
と
語
る
生
徒

が
現
れ
る
な
ど
、
メ
タ
認
知
能
力
の
向
上
に
も
有
効
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。一
定
の
手
応
え
を
感
じ
た
清

水
先
生
だ
っ
た
が
、現
任
校
に
着
任
後
、す
ぐ
に
担
当
し

た
3
年
生
の
授
業
で
は
、教
科
書
の
内
容
を
生
徒
同
士

で
説
明
し
合
う
と
い
っ
た
形
態
に
生
徒
は
戸
惑
っ
た
。

　「
自
分
の
考
え
を
、
他
者
に
伝
え
る
活
動
に
慣
れ
て

お
ら
ず
、
不
安
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
前
任
校
で
感

じ
た
生
徒
の
課
題
は
現
任
校
で
も
同
じ
で
、
Ａ
Ｌ
の
有

用
性
を
感
じ
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
生
徒
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
に
時
間
を
か
け
る
べ
き
で
し
た
。
実
践
の
意
図

を
丁
寧
に
語
る
と
と
も
に
、
私
自
身
が
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
い
る
こ
と
を
開
示
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
赴
任
1
年
目
に
受
け
持
っ
た
１
年
生（
現
３
年
生
）に

は
、社
会
で
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
べ
く
、授
業

形
態
を
模
索
し
続
け
て
き
た
中
で
、生
徒
同
士
で
説
明

す
る
機
会
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
入
学
時
か
ら

伝
え
た
。そ
し
て
、Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
を

行
う
こ
と
で
、生
徒
は
、自
分
で
考
え
た
り
、
他
者
と
協

働
し
た
り
し
な
が
ら
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。

　
実
験
や
観
察
を
重
視
す
る
清
水
先
生
は
、
授
業
を
２

時
間
連
続
と
し
、
教
科
書
の
順
序
を
変
え
て
単
元
計
画

を
立
て
、
ほ
ぼ
毎
回
、
実
験
や
観
察
を
行
っ
て
い
る
。

　「
実
験
や
観
察
で
得
た
気
づ
き
や
生
じ
た
疑
問
を
基

に
、
生
徒
が
仮
説
を
立
て
、
他
者
と
議
論
し
て
仮
説
に

対
す
る
考
え
を
深
め
、
教
科
書
に
戻
っ
て
仮
説
を
理
論

的
に
裏
づ
け
る
展
開
に
し
て
い
ま
す
。
体
験
に
基
づ
い

て
考
え
、
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
で
、
教
科
書
の
内

容
を
超
え
る
発
想
が
出
て
く
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
例
え
ば
、
野
外
で
生
き
物
を
観
察
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
撮
影
し
、
そ
の
生
き
物
の
生
態
系
に
お
け
る
役

割
や
食
物
連
鎖
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
生
徒
同
士
で
話

し
合
っ
た
り
す
る
。
そ
の
過
程
で
生
徒
か
ら
出
て
き
た

疑
問
に
対
し
て
、
教
科
書
を
用
い
て
清
水
先
生
が
説
明

す
る
。

　
そ
う
し
て
身
に
つ
け
た
知
識
や
考
え
を
体
系
化
す
る

機
会
が
、
本
時
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
成
だ
。
そ

れ
は
、
単
元
の
最
後
に
行
う
活
動
で
、
学
習
内
容
を
振

り
返
っ
て
自
分
が
重
要
だ
と
思
う
語
句
を
付
箋
に
書

き
、そ
れ
ら
を
矢
印
な
ど
で
関
連
づ
け
て
図
式
化
す
る
。

14:10 13:40ペアで相互説明・評価① ラーニングマップを作成

隣の席の生徒に、自分が作成したラーニングマップを用いて、
「生態と環境」について4分間で説明した。聞き手役の生徒
は、「生態系について自分の言葉で説明できる」「生物と環境
の関連性について生物名を出して説明している」など、内容
や発表に関する５項目について、できていれば１点（５点満点）
として発表者の生徒を評価し、シートに記入していった。

「生態と環境」を表すラーニングマップの作成を開始。生徒
は教科書やノートを見ながら単元の内容を振り返るととも
に、重要語句を付箋に書き、それらを関連づけて貼り、図式
化していった。清水先生は、重要語句の関連性を的確に表現
できるよう、「プランクトンは何を食べる ?」「身近な生態系
を例に挙げたら ?」などと、生徒に気づきを促す声かけをした。

実
験・観
察
を
基
に
生
徒
自
身
が
仮
説
を

立
て
、
生
徒
同
士
で
議
論

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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学
習
内
容
と
世
界
の
課
題
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
さ
せ

る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
）
の
中
で
関
連
が
あ
る
と
思

う
目
標
の
ア
イ
コ
ン
を
該
当
部
分
に
貼
ら
せ
て
い
る
。

　「
生
徒
か
ら
は
、『
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
何
度
か
作

る
う
ち
に
、
生
物
以
外
で
も
物
事
を
関
連
づ
け
て
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
』
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
情
報
を
整
理
す
る
編
集
力
や
論
理
的
思
考
力
も

身
に
つ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
そ
し
て
、
作
成
し
た
ラ
ー
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
基
に
、

単
元
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
徒
同
士
で
説
明
し
合
っ
て
相

互
評
価
を
行
い
、
口
頭
試
験
も
実
施
す
る
。
相
手
に
伝

え
る
力
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、他
者
の
考
え
を
知
り
、

自
身
の
学
び
を
さ
ら
に
深
め
る
機
会
と
し
て
い
る
。

　
清
水
先
生
は
、
事
前
に
席
割
を
決
め
た
り
、
く
じ
引

き
を
し
た
り
し
て
、
ペ
ア
の
相
手
や
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
が
毎
回
変
わ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
社
会
で
は
、多
様
な
人
と
仕
事
を
し
ま
す
。ど
ん
な

相
手
で
も
、そ
の
発
言
に
耳
を
傾
け
、自
分
の
考
え
を

伝
え
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、１
年
次
の
最
初
の
授
業
で
は
、
生
徒
全
員
が

自
分
を
表
現
す
る
立
体
作
品
を
作
り
、
そ
の
作
品
に
つ

い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
感
想
を
述
べ
合
う

活
動
を
行
い
、
生
徒
が
互
い
の
人
と
な
り
を
理
解
す
る

た
め
の
場
を
設
け
た
。

　「
生
徒
が
互
い
に
認
め
合
っ
て
い
る
雰
囲
気
を
つ

く
っ
て
お
く
と
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
で
議
論
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
授
業
時
間
を
充
て
て
で
も
、
他
者
を
理
解
す
る

経
験
を
さ
せ
る
利
点
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
臨
時
休

業
明
け
の
最
初
の
授
業
で
は
、「
学
校
で
学
ぶ
意
義
」に

つ
い
て
生
徒
同
士
で
議
論
さ
せ
た
。す
る
と
、「
価
値
観

や
考
え
を
共
有
で
き
る
」「
他
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と

で
視
野
が
広
が
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
長

期
間
、学
校
に
来
ら
れ
な
い
経
験
を
し
て
、多
く
の
生
徒

が
仲
間
と
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
再
確
認
し
て
い
た
。

　
清
水
先
生
の
授
業
を
２
年
間
受
け
て
３
年
生
と
な
っ

た
生
徒
は
、
自
分
の
意
見
を
明
確
に
発
言
す
る
よ
う
に

な
り
、
う
ま
く
発
言
で
き
な
く
て
も
、
諦
め
ず
に
考
え
、

発
言
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

定
期
考
査
の
得
点
も
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
の
改
善
だ
。
現

在
は
記
入
時
間
が
短
い
こ
と
も
あ
り
、
授
業
の
感
想
な

ど
、
表
面
的
な
記
述
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　「
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
、
ひ
い
て
は
人
生
に
ど
う
生
か
す
か
、
今
後
の
展

望
ま
で
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
で
の

問
い
か
け
を
工
夫
し
、
生
徒
の
学
び
を
さ
ら
に
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

＊　Sustainable Development Goals　の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲット
から成る。

14:50

清水先生は、生徒を１人ずつ呼び、口頭試験を実施した。生
徒が説明を終えると、「地衣類は植物ですか」「人間はどこに
入りますか」といった質問をして理解度を確認。「具体例から
入るのはよいですね」などと、説明の工夫点を評価した。受
験者以外の生徒は、引き続きラーニングマップを修正。全員
の試験が終わると、生徒は振り返りシートを記入し、提出した。

14:35

ペアワークでの気づきを踏まえて、ラーニングマップを修正。
休み時間を挟んだ後、聞き手役と発表者を変えて相互説明と
評価を行った。「指摘を踏まえて知識を整理し、相手に伝わ
るように表現を工夫する活動は、疲れるけれど楽しい」といっ
た感想を述べる生徒もいた。相互説明を終えた後は、ペアの
相手からの評価を基に、再度ラーニングマップを修正した。

口頭試験 ペアで相互説明・評価②

振
り
返
り
シ
ー
ト
の
問
い
を
工
夫
し
、

よ
り
深
い
思
考
へ
と
導
き
た
い

成
果
と
課
題

活
動
の
相
手
を
ラ
ン
ダ
ム
に
変
え
、

ど
ん
な
相
手
と
も
対
話
で
き
る
力
を
育
む

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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【教科・科目】理科・生物　【分野・単元】生態と環境　【テーマ・作品】生態と環境に関する口頭試験　【設定時数】全18 時間の中の１7・18 時
間目　【単元目標】生態と環境について、観察、実験などを通して探究し、生態系における生物間の関係性、及び生物と環境との関連性を見
いだして表現することができる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
・
２

授 業 開 き
（臨時休業
明 け の 最
初の授業）、
私たちが取
る身近な行
動と世界の
生態系との
つながりを
考える

世界で起こってい
ることと、私たち
が取る身近な行動
とのつながりにつ
いて考え、当事者
意識を持つことが
できる。

【思考力、主体性】

①臨時休業を踏まえて、「学校で学ぶ意義」につい
てグループで議論する。

②ボルネオ島の森林生態系とチョコレートとの関係
についての講義を聴く。

③ボルネオ島のアブラヤシ農園の労働者や森林伐
採業者など、様々な立場の人の意見を考え、４人
グループで意見交換をする。

④振り返りシートに記入。本時の学びを言語化し、
自己評価を行う。

【主体的な学び】•世界と自分たちとのつ
ながりについて考え、発信する。•振り
返りシートを活用し、気づいたことや感
じたことを言語化する機会を設ける。　
【対話的な学び】•生徒全員が発言し、そ
の意見を尊重し合っているか。•他者の
意見から気づきを得て、学ぼうとしてい
るか。　【深い学び】•生徒から出てこな
かった視点を適宜提供し、さらなる思考
の深化を促す。

•観察
•授業プリ
ントの提
出

• 振り返り
シート

３
・
４

身近な生態
系における
食物連鎖の
関係

生態系に関する基
本的な知識を理解
し、身の回りの生
態系と結びつけて
表現できる。

【知識、技能、表
現力】

①アイスブレーク～人の多様性に触れる～互いの価
値観を共有する。

②野外に出て、気になった生き物をタブレット端末
のカメラで撮影する。

③撮影した生き物が生態系で果たす役割や食物連
鎖の関係について、4人グループで考え、代表者
が発表する。

④振り返りシートに記入。本時の学びを言語化し、
自己評価を行う。

【主体的な学び】•野外で、生徒自ら興味
のある生物を扱う。•振り返りシートを
活用し、気づいたことや感じたことを言
語化する機会を設ける。　【対話的な学び】
•生徒全員が発言し、その意見を尊重し
合っているか。•他者の意見から気づき
を得て、学ぼうとしているか。　【深い学
び】•生徒から出てこなかった視点を適
宜提供し、さらなる思考の深化を促す。

15
・
16

水中の生態
系の観察、
生態系にお
ける生き物
の相互作用

観察した事象や自
身の経験を知識と
結びつけ、他者に
説明することがで
きる。
【知識、技能、表
現力】

①あらかじめ指名された生徒が、生物に関する１分
間スピーチを行う。

②水中生物を顕微鏡で観察し（生態系の移り変わ
り）、考察する（観察継続③）。

③生態系に関する知識について、教科書を読んで相
互説明を行う。

④生態系に関する補足講義を聴く。
⑤振り返りシートに記入。本時の学びを言語化し、
自己評価を行う。

【主体的な学び】•振り返りシートを活用
し、気づいたことや感じたことを言語化
する機会を設ける。　【対話的な学び】•
生徒全員が発言し、その意見を尊重し合っ
ているか。•他者の意見から気づきを得
て、学ぼうとしているか。　【深い学び】
•生徒から出てこなかった視点を適宜提
供し、さらなる思考の深化を促す。

•観察
•授業プリ
ントの提
出

• 振り返り
シート

17
・
18

生態と環境
に関する口
頭試験

習得した複数の知
識を結びつけなが
ら、単元の学習内
容を自分の言葉で
表現することがで
きる。
【表現力、主体性】

①あらかじめ指名された生徒が、生物に関する１分
間スピーチを行う。

②ラーニングマップを作成し、実験をレポートにま
とめる。

③ペアで、自分が書いたラーニングマップを説明す
る。気づきを踏まえて修正をしたら、聞き手役と
発表者を変えて、同じように説明を行う。

④生徒１人ずつに口頭試験を実施。
⑤振り返りシートに記入。本時の学びを言語化し、
自己評価を行う。

【主体的な学び】•自分が学んだことをど
のように表現すれば、他者が理解できる
ように説明できるかを考える。　【対話的
な学び】•経験を自分の言葉で伝えるこ
とができているか。•他者の立場になっ
て伝える視点を持てているか。•他者の
意見から気づきを得て、学ぼうとしてい
るか。　【深い学び】•生徒の意見を基に、
さらなる思考を促すための問いかけをす
る。

•観察
•ラーニン
グマップ

• ル ー ブ
リックを
用いた口
頭試験

＊清水先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全18 時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウ
ンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

佐
藤

　
清
水
先
生
は
、
実
験
や
観
察
を
重
視
し
た
授
業

を
行
い
、
教
科
書
に
な
い
実
験
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
よ
ね
。

清
水

　
教
科
書
の
内
容
を
確
認
す
る
だ
け
の
実
験
で
は
、

実
験
の
内
容
で
は
な
く
、
正
確
に
再
現
で
き
る
か
と
い
っ

た
手
順
に
生
徒
は
こ
だ
わ
り
が
ち
で
す
。
教
科
書
に
載
っ

て
い
な
い
実
験
も
行
い
ま
す
が
、
教
科
書
の
実
験
と
本

質
的
に
は
同
じ
こ
と
に
気
づ
く
生
徒
も
い
ま
す
。
た
だ
、

例
え
ば
、
人
間
と
似
た
構
造
を
持
つ
豚
の
解
剖
な
ど
は
、

実
際
に
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
教
科
書
通
り
に

行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
際
に
見
る
こ

と
で
、
右
心
室
と
左
心
室
の
場
所
を
確
認
す
る
だ
け
で

な
く
、
ど
ち
ら
の
壁
が
厚
い
か
、
な
ぜ
こ
の
壁
は
薄
い

の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
着
目
さ
せ
る
な
ど
、
学
び
を
深

め
る
意
図
が
あ
り
ま
す
。

堀
川

　
清
水
先
生
が
本
校
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
、
理
科

室
に
は
魚
や
植
物
な
ど
の
標
本
が
並
び
、
理
科
室
と
そ

の
廊
下
に
は
掲
示
物
が
増
え
ま
し
た
。
ど
う
い
っ
た
ね

ら
い
が
あ
る
の
で
す
か
。

清
水

　
理
科
室
に
来
る
だ
け
で
、
生
徒
が
刺
激
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
生
徒

が
採
取
し
た
生
物
な
ど
、
展
示
を
少
し
変
え
た
だ
け
で
、

「
新
し
い
標
本
が
増
え
ま
し
た
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
る

生
徒
も
い
ま
す
。

堀
川

　
以
前
は
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
理
科
室
に
駆
け
込

む
生
徒
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
今
で
は
多
く
の
生
徒
が

５
分
前
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
環

境
づ
く
り
も
、
生
徒
が
授
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
工
夫

点
で
す
ね
。

単元の指導計画

物
理
・

化
学
担
当
　

堀
川
典よ

し
の
り憲

実
験
助
手

佐
藤
愛あ

い

湖こ

同
僚
の
声
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